
第５８８回  放送番組審議会  

 

１．日 時  2022年 9月 20日（火）  午後 1 時 30 分～  

 

２．開 催 場 所  テレビ岩手 6 階大会議室  

 

３．委 員 総 数   9名 

出 席 委 員    9名 

 委 員 長 

副 委 員 長 

 加藤 千晶 

前田 千香子 

 委 員 

委    員 

委      員 

委   員 

 緑川 智恵子 

蛎崎 奈津子 

久保 公人 

林  伸彦 

 委 員 

 委 員 

 岩城 択 

葛尾 敏哉 

 委 員  菊地 文彦 

 

欠 席 委 員  なし   

   

社側出席者       

榧野 信治 

福士千恵子 

（代表取締役社長） 

（取締役副社長 社長補佐・報道制作担当） 

小形 恵一 （報道制作局長） 

桑島 広実 （報道制作局次長兼制作部長） 

渡邊 雄介 （報道制作局制作部兼アナウンス部主任 ） 

  

事 務 局  

       藤村 惠一 （編成局長兼編成部長） 



４．議 題 

１.   8 月 28 日(日) 11：24～  

     「24 時間テレビいわて 2022」  

 

2. その他 

 

５．資 料  (資料として以下のものを配布) 

・視聴者からのご意見 

 

６．意    見 

【委 員 側 意 見】 

○アール・ブリュットとは何かということを理解するにあたっての十分な情報の提供と共に、作家に対
する優しさが十二分に表現されていた。 
○作品の紹介されるシーンでガラス面にカメラクルーの方の姿が映り込んでいたのが気になった。 
○インタビューされた人が率直に心の内を打ち明けるっていう番組作りっていうのは素晴らしい。答え
を引き出すアナウンサーのインタビューの力を感じた 
○対面による人間関係の構築は絶対に必要なものなんだろうなという部分を再確認した内容だった。 
○「アール・ブリュット」は専門的な美術教育を受けてない人の芸術という意味があるが、説明が不足
しているため障がい者の芸術のように受け取ってしまった人がいるのではないか。 
○非常に岩手らしさが出ていて良い構成だったと思うし、自分たちが暮らす地域の現状や課題というと
ころも理解出来た良い内容であったのではないかなと感じた。 
○寄付金活用報告が本当に具体的で良かった 
○名前と作品名のスーパーの誤りについて、その後の放送で訂正したことはとても良い対応だったと思
うが、再発のないように担当者以外も確認するような体制をとるようご配慮をお願いしたい 
○後半の会いたいというコーナーは若干の物足りなく。２４時間テレビの岩手のせっかくの１時間の中
では少し中身とすると薄い感じがした。 
 
【局 側 意 見】 

○今回は知的障害者の作家活動と、その作品を紹介する分野、福祉に関わることについてより関心を高
めてもらおうという風な形で放送した。 
○アール・ブリュットの作品紹介は、障害者の方が岩手県内で素晴らしい作品を生み出していることを
皆さんに知ってもらいたいと思い取り上げた。 
○「アール・ブリュット」は台本に「障害者の方が作られたアート、芸術」と書いていてアナウンサー
もそのまま伝えてしまった。見ている人にアール・ブリュットという言葉についての誤解を与えるもの
だったと思う。 
○ガラスの面にカメラのクルーが映り込んでしまったのは技術的な問題で、大変恥ずかしい限り。しっ
かり改善していきたい。 
○インタビューの場所を、県内の全３３市町村にこだわった結果、今回の放送内容となった。例えば所
さんの番組みたいにどんどん１人を掘り下げていくような展開も良いのかもしれない。 



 
7．審議機関の答申または意見の概要公表の方法及び年月日  
 ①自社放送  9 月 27 日（火） 11： 45-11： 52「あなたと歩むテレビ岩手」  
 ②テレビ岩手本社での据え置き  
 ③読売新聞への掲載  
 ④自社 HP での掲載  https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation 

https://www.tvi.jp/tviweb/deliberation

